


 



 
はじめに 

 

本市では平成９年（1997年）３⽉に「姫路市国際化推進⼤綱」を策定して以降、平成29年（2017

年）３⽉にはその名称を「姫路市国際化推進プラン」と改め、基本理念である「多⽂化共⽣社会の実

現」と「国際交流の推進」に向けてさまざまな施策に取り組んでまいりました。 

また、令和３年（2021年）３⽉に策定した本市の最上位計画である姫路市総合計画「ふるさと・ひ

めじプラン2030」においても、「市⺠レベルでの国際交流や多⽂化への理解が進み、⽇本⼈と外国⼈

が対等な関係を構築しながら、協働して地域づくりを進めている」ことを目指す姿とし、国際交流・

多⽂化共⽣を推進するための方向性を示しています。 

本市在住外国⼈⼈⼝は、令和３年（2021年）４⽉現在において、市の総⼈⼝の約２％にあたる約１

万１千⼈となっております。新型コロナウイルス感染症拡⼤防止による出入国規制の影響を受けてい

るものの、市内在住外国⼈の⼈⼝は増加傾向にあり、国際化推進施策の重要性はますます高まってき

ています。 

そうした状況を鑑み、新たなプランでは、前プランの基本理念、基本目標の考え方は維持しつつ、

多様性と包摂性のある社会の実現を目指すとともに、外国⼈市⺠の増加・多国籍化等といった社会経

済情勢の変化を踏まえた内容としております。外国⼈市⺠にとってくらしやすく、地域社会の担い⼿

として多様に活動できるまちであること、オンライン等を活⽤した新たな形での国際交流を進め、世

界に開かれた魅⼒あふれる国際交流都市となることを目指し、市⺠の皆さまと⼀体となって国際化推

進施策に取り組んでまいりたいと存じますので、⼀層のご理解とご協⼒を賜りますようお願い申し上

げます。 

最後に、本プランの策定にあたり、ご意⾒を賜りました「姫路市国際化推進プラン検討懇話会」の

皆さま、そして貴重なご意⾒をお寄せいただきました市⺠の皆さまに⼼から感謝を申し上げます。 
 

                   令和４年（2022年）３⽉ 

姫路市⻑ 
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序章 プラン改定の趣旨 

１ プラン改定の背景 

近年、グローバル化によって国境の垣根は低くなり、ヒト、モノ、カネ、情報の移動は急激に増加

しています。 

本市では、平成９年（1997年）３⽉に本市の国際化に対する従来の取り組みと課題を整理し、21世

紀に向けた国際化推進のあり方を明らかにしたうえで、具体的な推進方向を提示する「姫路市国際化

推進⼤綱」を策定しました。その後、平成29年（2017年）３⽉には、その名称を「姫路市国際化推進

プラン」と改め、外国⼈留学⽣や技能実習⽣、外国⼈観光客の急激な増加など、国際化に関する状況

の変化に沿った内容に改定し、指針として示しました。 

前回の改定以降、外国⼈市⺠の増加や構成の変化、国の外国⼈受入施策の拡⼤、新型コロナウイル

ス感染症の感染拡⼤など、本市の国際化推進を取り巻く環境は⼤きく変わってきています。 

また、⽇本の総⼈⼝が今後も減少していくことが予想されており、本市においても、⼈⼝減少・少

⼦高齢化が急速に進⾏しています。このような中で、外国⼈市⺠と⽇本⼈市⺠とがより連携・協働

し、地域の活性化、持続可能な地域づくりを進めていくことが求められています。 

このような状況の変化に対応し、より実効性の高い国際化推進施策を総合的に進めていくために姫

路市国際化推進プランを改定します。 
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２ 国際化社会を取り巻く状況 

平成27年（2015年）９⽉に国連サミットにおいて、持続可能な開発目標（SDGs︓Sustainable 

Development Goals）が採択されました。SDGsでは、地球上の「誰⼀⼈取り残さない」ことを理念

に、貧困をなくすこと、すべての⼈に質の高い教育を提供すること、⼈や国の不平等をなくすことな

ど、17のゴールと169のターゲットが掲げられています。⽇本もこれらの目標の達成に向けて取り組

んでいくことが求められています。 

国においては、平成30年（2018年）12⽉に「出入国管理及び難⺠認定法及び法務省設置法の⼀部

を改正する法律」が成⽴し、平成31年（2019年）４⽉に新たな在留資格「特定技能」が創設されまし

た。令和２年（2020年）以降は新型コロナウイルス感染症の影響を受け、前年からは減少しているも

のの、令和２年（2020年）12⽉末時点では、在留外国⼈は約289万⼈おり、平成28年（2016年）12

⽉末に比べると約20％の増加となっています。 

また、 総務省は令和２年（2020年）９⽉に「地域における多⽂化共⽣推進プラン」を改訂し、地域

における多⽂化共⽣推進の新たな方向性を示しました。この改訂では、社会経済情勢の変化や、SDGs

に対応し、地方公共団体における、多様性と包摂性のある社会の実現による「新たな⽇常」の構築、外

国⼈市⺠による地域の活性化やグローバル化への貢献、地域社会への外国⼈市⺠の積極的な参画と多様

な担い⼿の確保などの重要性を示しています。 

兵庫県では、令和３年（2021年）３⽉に、「ひょうご多⽂化共⽣社会推進指針」を改定しました。

総合的な施策として、「多⽂化共⽣の意識づくり」、「多様な⽂化を理解し活躍できる⼈づくり」、「暮ら

しやすく働きやすい⽣活基盤づくり」、「誰もが参加できる活⼒ある地域づくり」の４つの柱を掲げ、

「地域の発展に向けて、グローバルな多様性（ダイバーシティ）を活かして、県⺠が共につながりあ

って活躍する包摂性（インクルージョン）に富んだ兵庫の多⽂化共⽣社会の実現」に向けて取り組む

ことを示しています。 

本市においては、令和３年（2021年）３⽉に、国際化推進プランの上位計画となる姫路市総合計画

「ふるさと・ひめじプラン2030」を策定しました。「ともに⽣き ともに輝く にぎわい交流拠点都

市 姫路」を目指す都市像とし、市が直⾯する課題や社会経済情勢の変化を踏まえ、10年間（令和３

年度（2021年度）〜令和12年度（2030年度））で目指す姫路（まち）の姿と、その実現に向けたまち

づくりの目標や方向性を示しています。また、⼈権啓発については、本市における⼈権教育及び啓発

施策を推進していくための指針として、令和２年（2020年）３⽉に「姫路市⼈権教育及び啓発実施計

画」を策定しました。この計画では「⼈権⽂化に満ちた⼈間都市『ひめじ』の実現」を計画の目標と

し、外国⼈に関する⼈権課題についても定めています。 

令和２年（2020年）からは、世界規模での新型コロナウイルス感染症の拡⼤により、国際的な⼈の

往来は制限され、国内外の経済社会は⼤きな影響を受けました。本市においても、外国⼈市⺠、⽇本

⼈市⺠とも、仕事や⽣活で困難を抱えたり、社会的な孤⽴に陥ったりするなど、様々な問題が起きて

います。これまで以上に、外国⼈市⺠の⽣活の⽀援や、外国⼈市⺠同⼠や外国⼈市⺠と⽇本⼈市⺠同
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⼠の新たな交流の機会が求められています。また、国際交流についても従来のような形だけではな

く、ICTの活⽤など新たな方法での交流も求められています。 

 

 
（資料）国際連合 
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３ プランの位置づけ 

本プランは、国際化推進の方向を明らかにし、総合的かつ体系的に施策を推進するための指針とし

て位置付けるとともに、市⺠、企業、教育機関など全ての国際化を推進する主体にとっても⾏動指針

となるように策定します。 

本市の最上位計画である姫路市総合計画の「市⺠活動分野〜多様な主体が輝くまち〜／国際交流・

多⽂化共⽣の推進」の趣旨を踏まえた内容とし、他の関連計画との整合も図っていきます。さらに、

総務省の「地域における多⽂化共⽣推進プラン」、兵庫県の「ひょうご多⽂化共⽣社会推進指針」も参

考にし、国際化推進に係る本市の実情や特性等を踏まえたうえで改定します。 

 

 

４ プランの改定方法 

＜懇話会の設置＞ 

本プランの改定にあたっては、学識経験者、国際化推進に関わる関係者、公募市⺠等で構成する

「姫路市国際化推進プラン検討懇話会」を設置し、計３回の懇話会にて、それぞれの⽴場からご意⾒

を頂きました。 
 
＜市⺠アンケート調査＞ 

令和２年（2020年）９⽉〜10⽉にかけて、市⺠（⽇本⼈、外国⼈）へのアンケート調査を実施し、

満18歳以上の⽇本⼈市⺠610名、外国⼈市⺠476名からご意⾒を頂きました。 
 
＜庁内調査＞ 

令和３年（2021年）4⽉に、国際化推進に関する事業についての現状と課題を把握するため、市役

所の関係部署等に対して、聞き取り等調査を⾏いました。 
 
＜パブリックコメント＞ 

今回の改定にあたり、パブリックコメントを実施し、市⺠から３通９件のご意⾒、ご提⾔を頂きま

した。 

 

 

５ プランの計画期間 

本プランは令和４年度（2022年度）から令和８年度（2026年度）までの５年間を想定して策定し

ていますが、今後の国際化の推進状況や社会経済情勢等の変化によっては、⾒直しを図る場合もあり

ます。 
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６ 国際化を推進する主体の役割 

国際化に関する問題は幅広い分野にわたっており、地域全体の課題として取り組むために、市⺠、

企業、教育機関、⾏政等がそれぞれの役割を果たし、情報を共有し相互に連携しながら、総合的かつ

効率的に推進する必要があります。各主体に求められる役割、期待される役割は以下のとおりです。 
 
○市⺠ 

国際化推進の基本は、⼀⼈ひとりが国籍問わず、全ての⼈々の⼈権を尊重し、異なる⽂化や互いの

価値観を理解することにあります。外国⼈市⺠との交流や海外との交流などを通して、異なる⽂化や

考え方に触れ、主体的に国際感覚を養うことが期待されます。 
 
○外国人コミュニティ、支援団体 

 お互いの⽂化やアイデンティティを尊重し、それぞれの特徴を⽣かした⼈と⼈との繋がりによる、

地域での国際理解を進めることが期待されます。 
 
○企業 

外国⼈市⺠にとっても働くことは⼤事な⽣活の⼀部となっています。商⼯会議所や外国⼈労働者を

雇⽤している企業等は、労働関係法令等の遵守に努め、安定した雇⽤を図るとともに、働きやすい環

境を作ることや外国⼈市⺠が⽇本社会へ適応できるよう⽀援することが期待されます。 
 
○教育機関 

義務教育を修了していない外国籍の⼈などへの教育の機会を提供すること、外国⼈児童⽣徒等への

⽇本語指導の充実、学習⽀援などを⾏うことなどが期待されます。 

小・中・高等学校においては、すべての児童⽣徒のみならず、教職員や保護者等に対しても、国際

化推進関連の教育に取り組むことが期待されます。また、海外からの学⽣を受け入れ、地域に根ざ

し、地域で活躍できる⼈材に育成することが期待されます。 

市内の⼤学等においては、国際化推進に関わる研究の発展や⼈材育成を⾏っていくとともに、有し

ている資源を地域住⺠に還元することが期待されます。 

また、⼤学等で留学⽣の受け入れ、⽇本⼈学⽣の海外派遣、姉妹校との交流を通して、積極的な国

際交流を図ることが期待されます。 
 
○⾏政 

市⺠に対して多⽂化共⽣に関する啓発を図り、また外国⼈市⺠と地域住⺠との交流と協働のための

環境づくりを⾏い、地域特性に応じた多⽂化共⽣施策を推進します。 

市⺠や NPO などの⺠間団体が⾏う草の根交流や、国際交流を⽀援し、市⺠の豊かな国際感覚の醸成

に取り組みます。 



 

6 

また、海外姉妹都市等などとの交流や国際イベントの開催や会議の誘致により、国際交流を通じた

地域の活性化を図ります。 
 
○（公財）姫路市⽂化国際交流財団 

市と連携して、外国⼈が安⼼して暮らせるよう、外国⼈受入体制を整備します。 

地域ぐるみの国際交流事業を推進するため、地域住⺠の異⽂化への理解を深め、在住外国⼈の交流

事業、市⺠や NPO などの⺠間団体が⾏う草の根交流や国際交流の⽀援などを⾏い、市⺠の豊かな国際

感覚の醸成に取り組みます。 

また、⻘少年交流事業を通して、グローバル⼈材の育成に貢献します。 

図表 1 推進体制（イメージ） 
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 姫路市の国際化の現状と課題 

１ 在住外国人の状況と海外との関わり 

外国人人口の推移 

令和３年（2021年）４⽉現在、本市には11,537⼈の外国⼈が住んでいます。在住外国⼈は、

平成31年（2019年）に1.1万⼈を超え、その後も増加傾向となっていましたが、令和２年（2020

年）４⽉から令和３年（2021年）４⽉までの１年間については、新型コロナウイルス感染症拡⼤

防止のための出入国規制の影響等により、前年からの増加数がその他の年度と比べて小さくなっ

ています。 

また、本市の⼈⼝に占める在住外国⼈の⼈⼝の比率も増加傾向が続き、令和２年（2020年）で

は2.19%（推計⼈⼝ベース）となっています。 

 

図表 2 姫路市の外国人人口の推移 

 

（資料）姫路市 

図表 3 人口に占める外国人人口比率の推移（推計人口ベース） 

 
（資料）出入国在留管理庁「在留外国⼈統計」各年12⽉末、総務省「⼈⼝推計」各年12⽉1⽇時点、姫
路市「毎⽉推計⼈⼝」各年12⽉1⽇時点  

10,220 10,496 10,682

11,157 11,529 11,537

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

H28.4.1 H29.4.1 H30.4.1 H31.4.1 R2.4.1 R3.4.1

[

国
籍
別]

[

合
計]

合計(左軸) 韓国・朝鮮 ベトナム 中国

フィリピン インドネシア その他

（人） （人）

1.95%

2.01%
2.09%

2.19% 2.19%

1.8%

2.0%

2.2%

2.4%

H28 H29 H30 R1 R2

姫路市

全国



 

8 

国籍別外国人人口 

本市の在住外国⼈を国籍別にみると、令和３年（2021年）７⽉時点では、韓国（4,019⼈、35.2％）

が最も多く、次いでベトナム（3,813⼈、33.4％）、中国（1,303⼈、11.4％）の順となっています。

平成30年（2018年）７⽉と比べると、韓国は8.1％（352⼈）減少、ベトナムが27.6％（825⼈）

増加、中国は9.1％（131⼈）減少しており、ベトナムの増加が総数の増加に⼤きく影響しています。 

韓国・朝鮮籍の方は、過去の歴史的な経緯により割合が高くなっています。また、ベトナムに

ついては、⽇本へ定住を希望するインドシナ難⺠への⽀援を目的とする姫路定住促進センター

（平成８年（1996年）３⽉閉所）が開設されていた経緯があり、他都市と比べても割合が比較的

高くなっていましたが、近年は、在留資格「技能実習」や「特定技能」による在住者が増加傾向

にあります。 

このように、本市の在住外国⼈の多くがアジア地域出身者となっており、本市の国際化の推進

には、アジア地域との交流・繋がりが⽋かせないものとなっています。 

 

図表 4 姫路市の国籍別外国人人口 

 

 

 

（資料）姫路市 

H30.7.1
(人) （人) （％） 増加数(人) 増加率(％)

韓国 4,371 4,019 35.2 △ 352 △ 8.1

ベトナム 2,988 3,813 33.4 825 27.6

中国 1,434 1,303 11.4 △ 131 △ 9.1

朝鮮 549 492 4.3 △ 57 △ 10.4

フィリピン 499 532 4.7 33 6.6

インドネシア 140 200 1.8 60 42.9

その他 820 1,045 9.2 225 27.4

合計 10,801 11,404 100.0 603 5.6

H30→R3R3.7.1

韓国

35.2%

ベトナム

33.4%

中国

11.4%

朝鮮

4.3%

フィリピン

4.7%

インドネシア

1.8%
その他

9.2%

令和３年７月１日時点
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在留資格別外国人人口 

本市の在住外国⼈を在留資格別にみると、令和３年（2021年）７⽉時点では、特別永住者（4,117

⼈、36.1%）、永住者（2,718⼈、23.8%）と、特別永住者及び永住者が全体の６割ほどを占めてい

ます。 

近年は、在留資格「技能実習」や、「技術・⼈⽂知識・国際業務」及び「特定活動」等の外国⼈の

増加が顕著になっています。 

また、本市内に居住し、⼤学や⽇本語学校等に在籍する留学⽣は373⼈であり、そのうちの多く

がベトナム（179⼈、48%）、ネパール（72⼈、19.3％）、中国（38⼈、10.2%）等のアジア地域

出身者となっています。 

図表 5 姫路市の在留資格別外国人人口 

 

 
※在留資格「特定技能」は平成31年４⽉創設 

 
（資料）姫路市  

H30.7.1
(人) （人) （％） 増加数(人) 増加率(％)

特別永住者 4,511 4,117 36.1 △ 394 △ 8.7

永住者 2,559 2,718 23.8 159 6.2

技能実習 1,167 1,354 11.9 187 16.0

定住者 829 822 7.2 △ 7 △ 0.8

技術・人文知識・国際業務 314 617 5.4 303 96.5

留学 445 373 3.3 △ 72 △ 16.2

日本人の配偶者等 351 340 3.0 △ 11 △ 3.1

家族滞在 177 289 2.5 112 63.3

永住者の配偶者等 221 238 2.1 17 7.7

特定活動 54 220 1.9 166 307.4

特定技能 ー 122 1.1 ー ー

その他 173 194 1.7 21 12.1

合計 10,801 11,404 100.0 603 5.6

H30→R3R3.7.1

特別永住者, 36.1%

永住者, 23.8%

技能実習, 11.9%

定住者, 7.2%技術・人文知識・国

際業務, 5.4%

留学, 3.3%

日本人の配偶者

等, 3.0%

家族滞在, 2.5%

永住者の配偶者

等, 2.1%

特定活動, 1.9% 特定技能, 1.1%

その他, 1.7%

令和３年７月１日時点
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姫路市の国際化の状況 

①６つの海外姉妹・友好都市、２つの姉妹城、１つの観光友好交流城 

本市は、ベルギー/シャルルロア市、アメリカ/フェニックス市、オーストラリア/アデレード市、

ブラジル/クリチーバ市、韓国/昌原市との姉妹都市提携を⾏っています。 

また、中国/太原市との友好都市提携のほか、フランス/シャンティイ城、英国北ウェールズ/コン

ウィ城との姉妹城提携、ドイツ/ノイシュバンシュタイン城と観光をテーマにした観光友好交流協

定を締結し、国際交流を展開しています。 

このように世界の様々な国や地域と窓⼝を有していることは、本市の国際化を推進する上で重要

な強みの⼀つであり、これまでも様々な国や地域との間で国際交流を実施してきました。 

新型コロナウイルス感染症の影響により、令和２年度（2020年度）以降、出入国を伴う国際交流

を⾏うことが難しい状況となっていますが、オンライン交流など新たな⼿法による国際交流機会の

創出についても取り組んでいます。 

図表 6 姫路市の海外姉妹・友好都市、姉妹城、観光友好交流城 

 
 

（資料）姫路市 

 

②増加する訪日外国人 

本市は世界遺産姫路城をはじめとする数多くの歴史資源のほか、地域に息づく⾏事や祭礼などの

多様な⽂化資源があり、国内外の多くの⼈々を本市に惹きつける魅⼒の⼀つとなっています。 

平成27年（2015年）３⽉の姫路城グランドオープンを経て、本市を訪れる海外からの観光客は

急増し、さらなるインバウンド対策にも取り組んできました。 

新型コロナウイルス感染症拡⼤の影響により、令和２年（2020年）以降、訪⽇外国⼈⼈数は⼤き

く落ち込んでいる状況となっていますが、「アフターコロナ」を⾒据えて、訪⽇外国⼈旅⾏者の受け

入れ環境の整備等の取り組みを実施しています。 

  

姫路市の海外とのつながり 提携年

姉妹都市

シャルルロア市（ベルギー） 1965年

フェニックス市（アメリカ） 1976年

アデレード市（オーストラリア） 1982年

クリチーバ市（ブラジル） 1984年

昌原市（韓国） 2000年

友好都市

太原市（中国） 1987年

姉妹城

シャンティイ城（フランス） 1989年

コンウィ城（英国北ウェールズ） 2019年

観光友好交流協定

ノイシュバンシュタイン城（ドイツ）2015年
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２ 市民アンケート調査の結果 

日本人と外国人との関わり・交流 
日本人・外国人との関わり 

⽇本⼈への調査では、外国⼈との関わりとして「ほとんど接することはない」が最も高く、61.8％

となっています。その割合は、年齢層が上がるにつれて、高くなっています。 

外国⼈への調査では、⽇本⼈との関わりとして「ときどき話をする⽇本⼈がいる」が最も高く、

41.2％となっています。 

 

  ＜日本人＞ 

図表 7 外国人との関わり 

 

 

  ＜外国人＞ 

図表 8 日本人との関わり 

 

 
  

6.6

6.4

0.8

7.4

1.6

13.0

61.8

2.5

0% 20% 40% 60% 80%

親しくしている外国人の友人・知人がいる

職場でともに働いている外国人がいる

学校、公民館の講座、塾などで

外国人の講師・先生の授業を受けている

あいさつをしたり、たまに話をしたりする外国人がいる

メールやフェイスブック等で知り合いの外国人がいる

顔はみかけるが、話をしたことはない

ほとんど接することはない

無回答

(n=610)

仲が良い

日本人がいる

27.7%

ときどき話をする

日本人がいる

41.2%

あいさつをする

日本人がいる

18.5%

全く日本人と

交流がない

3.6%
無回答

9.0%

(n=476)

18～30歳未満（n=50）  46.0% 

30～50歳未満（n=176） 56.3% 

50歳以上（n=382）   66.8% 

＜年代別＞ 
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日本人の国際交流への参加経験 

⽇本⼈への調査では、国際交流に関するボランティア活動の参加経験、留学⽣や研修⽣などの外

国⼈との交流イベントの参加経験のいずれについても、「経験なし」が約９割となっています。 

 

図表 9 国際交流の参加経験 

 
  

4.6

8.7

93.3

89.0

2.1

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国際交流に関する

ボランティア活動の参加経験

留学生や研修生などの外国人との

交流イベントの参加経験

(n=610)

経験あり 経験なし 無回答
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日本人・外国人との交流に関する希望 

⽇本⼈への調査では、在住外国⼈との交流について、「外国⼈に⽇本の⽂化や習慣を教えたり、外

国⼈から⺟国の⽂化や習慣を教えてほしい」が最も高く、28.4%となっています。 

外国⼈への調査では、⽇本⼈との交流について、「相談や助け合いができるように、仲良くした

い」が35.5％、「⽇本の⽂化や習慣を学びたい。自分の国の⽂化や習慣を⽇本⼈に紹介したい」が

32.8％と高くなっています。 

 

＜日本人＞ 

図表 10 地域の在住外国人との交流に関する希望 

 
 

＜外国人＞ 

図表 11 日本人との交流に関する希望 

 

 

14.4

28.4

12.0

17.7

2.1

2.8

22.6

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

外国人と一緒に、住みやすいまちになるように活動したい

外国人に日本の文化や習慣を教えたり、

外国人から母国の文化や習慣を教えてほしい

困ったときに相談や助け合いができるように親しく付き合いたい

外国人に夏祭りなどの地域のイベントや自治会、子ども会に

一緒に参加してほしい

その他

特になし・交流したくない

無回答

(n=610)

日本人と一緒に、

住みやすいまちに

なるように

活動したい

11.6%

日本の文化や

習慣を学びたい。

自分の国の

文化や習慣を

日本人に紹介したい

32.8%

相談や

助け合いが

できるように、

仲良くしたい
35.5%

地域の行事や自治会、

子ども会に参加したい

7.6%

無回答

12.6%

(n=476)
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外国人が抱える問題 

生活の中で困っていること 

住むところについては、「家を探す方法がわからなかった」（15.1%）、「⾔葉がわからなかった」

（15.1％）の割合が高くなっています。 

⼦育て・学校については、「⼦どもの次の学校や将来の仕事などが⼼配だ」（25.1%）、「高校や⼤

学の入学試験制度、奨学⾦や学費がわからない」（22.3%）の割合が高くなっています。 

病気・病院などについては、「病院や薬局で⽇本語がわからない」（28.8%）の割合が高くなって

います。 

 

図表 12 生活で困っていること、困った経験 

 

＜住むところ＞ ＜子育て・学校＞※子どもがいる人のみ回答 

  

 

＜病院・病気など＞ 

 

 

 

15.1

9.0

13.7

15.1

2.1

0% 10% 20% 30%

家を探す方法がわからなかった

外国人だから家を借りたり、

買ったりすることができなかった

保証人が見つからなかった

言葉がわからなかった

その他

(n=476)

9.5

6.7

22.3

15.2

25.1

6.0

3.9

0% 10% 20% 30%

幼稚園や保育所、学校に入る

ための手続きがわからない

幼稚園や保育所、学校などから

の連絡の内容がわからない

高校や大学の入学試験制度、

奨学金や学費がわからない

子どもが親の国の言葉を

話せないことが心配だ

子どもの次の学校や

将来の仕事などが心配だ

母子健康手帳、予防接種や

健康診査の情報がわからない

その他

(n=283)

12.4

19.7

28.8

25.2

18.5

1.7

0% 10% 20% 30%

病院の場所がわからない

薬局の場所や、

必要な薬の名前がわからない

病院や薬局で日本語が

わからない

お金がいくらかかるか心配だ

健康保険がよくわからない

その他

(n=476)
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災害時について 

ハザードマップについて、「知らない」が56.9%となっており、半数以上を占めています。 

災害前の準備や、災害発⽣時に望むこととしては、「災害の⼤きさや避難所の、多⾔語の情報」が

最も高く、63.9%となっています。 

 

図表 13 ハザードマップの認知度 

 

 

 

 

図表 14 災害前の準備や災害発生時に望む支援 

 

  

知っている

15.5%

知らない

56.9%

見たことはあるが

わからなかった

18.5%

無回答

9.0%

(n=476)

32.8

63.9

49.8

33.6

41.0

1.7

9.2

0% 20% 40% 60% 80%

地域の防災訓練に行くこと

災害の大きさや避難所の、多言語の情報

（ラジオ・インターネット等）

避難所での決まりなどの、多言語の情報

多言語の相談窓口

大使館や領事館への連絡を手伝うこと

その他

無回答

(n=476)
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姫路市の取り組みについて 

各種事業の認知度 

⽇本⼈への調査では、いずれの事業についても認知度が1〜２割程度となっており、全体として

認知度が低くなっています。 

外国⼈への調査では、（公財）姫路市⽂化国際交流財団の⽇本語教室は「知っている」が38.0％

となっていますが、半数には届いていない状況です。また、姫路市外国⼈相談センターは「知って

いる」が17.9％にとどまっています。 

 

＜日本人＞ 

図表 15 市や財団が行う多文化共生に関する事業の認知度 

 

 

＜外国人＞ 

 図表 16 日本語教室、外国人相談センターの認知度 

 

 

  

2.8

6.7

13.4

9.5

19.0

6.4

7.0

8.0

0% 5% 10% 15% 20%

在住外国人のための生活ガイド「ハンズオンヒメジ」

在住外国人のための生活情報誌「VIVA！ひめじ」

姫路市外国人相談センター

姫路市文化国際交流財団主催の日本語教室、日本語ひろば

ひめじ国際交流フェスティバルボランティアの募集

姫路市文化国際交流財団のホームページ

姫路市文化国際交流財団の通訳・翻訳ボランティア業務

姫路市文化国際交流財団主催の異文化交流や

多文化社会に関するイベント

(n=610)

38.0

17.9

52.5

77.1

9.5

5.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（公財）姫路市文化国際交流財

団の日本語教室の認知度

姫路市外国人相談センターの

認知度

(n=476)

知っている 知らない 無回答
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姫路市の国際化推進に関する現状認識・希望 

⽇本⼈への調査では、国際化推進に関する現状の認識と希望について、「外国からの観光客を受

け入れる施設や観光スポットが整備されている」、「多くの外国⼈が暮らし、働いている」以外は、

希望よりも現状の割合が少ない状況となっています。 

 

 図表 17 姫路市の国際化推進に関する現状の認識・希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

12.6

8.0

22.5

8.4

12.0

7.2

35.6

5.7

9.0

38.7

36.4

26.9

23.8

37.7

22.1

26.4

29.2

32.5

27.2

32.1

15.9

30.5

0% 10% 20% 30% 40% 50%

国際的な催しや会議・イベントが活発に行われている

貿易など経済交流が活発に行われている

道路標識や案内板が

外国人にもわかりやすく整備されている

市民レベルの国際交流や国際協力の活動が

活発に行われている

外国人の基本的人権や権利が十分保障されている

外国人と交流するさまざまな機会や場がある

外国からの観光客を受け入れる施設や観光スポットが

整備されている

国際理解のための教育や市民向けの講座などが

充実している

市役所などの公的機関の国際化対応が十分できている

多くの外国人が暮らし、働いている

無回答

(n=610)

現状

希望
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３ 前プランからの取り組みと課題  

前プランで設定した目標を振り返った結果は以下の通りです。これらの課題を踏まえて、22ページ以
降に本プランの新たな基本目標を設定しています。 
 
前プラン基本目標１ 人権意識・国際感覚豊かなひとづくり 

＜取り組み状況＞ 

 ⼈権意識啓発、国際理解教育を推進するため、⼈権学習地域講座、国際交流ふれあい教室などを
実施しました。 

 「⼈権が尊重されるまちづくり」を進めるため、令和 2 年（2020 年）3 ⽉に「姫路市⼈権教育
及び啓発実施計画」を策定しました。 

 ⾔葉に不安をもつ⼦どもたちの受入体制を整備するため、令和 2 年（2020 年）９⽉より、⽇本
語の⽀援が必要な小学⽣、中学⽣向けに、⽇本語や学校の勉強を⽀援する「⽇本語ひろばキッズ」
を開始しました。 

 姫路市国際交流センター、（公財）姫路市⽂化国際交流財団が主催し、⽇本⼈市⺠の国際理解や⽇
本⼈市⺠と外国⼈市⺠の交流を進めるため、ひめじ国際交流フェスティバルや多⽂化共⽣イベン
トを開催しました。 

 

＜今後の課題＞ 

⽇本⼈市⺠へのアンケート調査では、市の現状として「外国⼈の基本的⼈権や権利が⼗分保障され
ている」と認識している⼈は12.0%、「国際理解のための教育や市⺠向けの講座などが充実している」
が 5.7%と、割合が低い状況となっています。また、国際化推進に関する事業の認知度も低い状況と
なっています。市⺠団体や企業等と協働しながらイベントや講座などの内容や方法を⼯夫するととも
に、多様な方法で情報発信を⾏い、幅広い⼈に関⼼を持ってもらうようにすることが必要です。 

 
 

前プラン基本目標２ 外国人が暮らしやすい環境づくり 

＜取り組み状況＞ 

 在住外国⼈の⽣活⾯での問題解決を⽀援するため、令和元年（2019 年）9 ⽉に、市役所内に姫
路市外国⼈相談センターを開設しました（7 ⾔語に対応）。ベトナム語相談については、引き続き、
ベトナム⼈の多い地区にある各総合センターでも実施しました。 

 令和元年（2019 年）12 ⽉より、窓⼝業務等担当課へ多⾔語翻訳機の貸出を開始しました。 
 市職員に対し、やさしい⽇本語を周知するため、令和２年（2020 年）3 ⽉に市職員に向けてや

さしい⽇本語マニュアルを公開し、また随時市職員専⽤電⼦掲示板においてやさしい⽇本語につ
いての情報提供を⾏いました。 

 災害時の多⾔語コミュニケーションを強化するため、各種書類を多⾔語化しました（災害多⾔語
表示⾒本帳の作成、多⾔語指さしボード・多⾔語避難者登録カードの作成、ハザードマップの多
⾔語化）。 

 新型コロナウイルス感染症に関する情報を外国⼈市⺠にも適切に伝えるため、特別定額給付⾦の
申請やワクチン接種の情報など各種通知を多⾔語化するほか、不安を抱える外国⼈市⺠に対して、
外国⼈相談センターでの相談対応を⾏いました。 
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 グローカル⼈材を育成するため、若者を対象とした、姫路の未来を考える「ひめじ創⽣ SDGs カ
フェ」など SDGｓに向けた取り組みを⾏いました。 

 外国⼈市⺠の地域づくりへの参画を促進するため、外国⼈⽀援団体と情報共有を図り、外国にル
ーツがある⼦どもたちと地域の⼦どもたちを対象に、自治会などにも協⼒いただき、地域でイベ
ントを実施しました。 

 
＜今後の課題＞ 

外国⼈市⺠へのアンケート調査では、外国⼈相談センターの認知度が 17.9％とまだ低い状況とな
っています。引き続き、周知方法を⼯夫し、外国⼈市⺠の⽣活課題を解決することが⼤切です。外国
⼈市⺠の⽣活課題としては、⽣活で困っていることとして「病院や薬局で⽇本語がわからない」が
28.8％と高くなっていることや、災害発⽣時に「災害の⼤きさや避難所の、多⾔語の情報」を望む割
合が 63.9％となっていることから、医療や災害時の不安が⼤きいことが伺えます。そのため、医療や
緊急・災害時での情報提供の仕組みを検討していく必要があります。 

また、多様な国籍や⽂化的背景の⼈が増えてきていることから、⽣活に必要な情報を多⾔語で情報
提供するだけでなく、漢字にふりがなを付けることや、やさしい⽇本語を使うなどわかりやすく伝え
ることも重要です。 

外国⼈市⺠の⽣活⽀援や地域への参画促進のためには、外国⼈⽀援団体や自治会、各種団体との連
携が不可⽋であるため、このような団体などと連携を深めていく必要があります。また、併せて外国
⼈リーダーを育成していくことも求められています。 

 

前プラン基本目標３ 世界に開かれた魅力あふれるまちづくり 

＜取り組み状況＞ 

 令和元年（2019 年）10 ⽉に、新たにコンウィ城（英国北ウェールズ）と姉妹城提携を締結しま
した。 

 コロナ禍で⻘少年交流事業が実施できなくなったため、令和２年度（2020 年度）は、市内の中
学⽣、高校⽣が参加し、オンラインでの海外姉妹都市等の交流会を開催しました。 

 国際観光コンベンション都市を実現するため、アクリエひめじ（姫路市⽂化コンベンションセン
ター）を整備しました。（令和 3 年（2021 年）9 ⽉に開館） 

 

＜今後の課題＞ 

コロナ禍で、海外への渡航が制限されますが、海外姉妹都市等との交流が途絶えないよう、オンラ
イン等を活⽤し、お互いの⽂化や観光資源等を紹介するなど、新たな形での国際交流を進めることが
重要です。 

⽇本⼈市⺠へのアンケート調査では、現状として「国際的な催しや会議・イベントが活発に⾏われ
ている」と認識している割合も低くなっており、アクリエひめじの活⽤も含め、市⺠が海外と触れる
機会を増やしていくことが求められています。また、外国⼈観光客や外国⼈市⺠が分かりやすいよう
に公共施設、観光施設及び⽂化財などの案内板等を多⾔語にて表示していく必要があります。 
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 姫路市の国際化の基本的な考え方 

１ 国際化推進プランの必要性  

本市には、多様な国籍、⽂化的背景を持つ⼈が多く住んでいます。また、姫路城をはじめとする国

際的な観光資源があり、海外姉妹都市等との交流など、国際化を進めるための資源を豊富に持ってい

ます。グローバル化が進む中においては、このような本市の特色は強みとなります。この強みを⽣か

して本市の活性化を図っていく必要があります。 

この特色を⽣かすためには、⼀⼈ひとりが互いの特性や違いを認め合い、新たな価値観、新しい⽂

化を理解し、尊重することが必要となってきます。これらに触れたとき、時には受け入れるのが難し

いと感じるときもあるかもしれません。しかし、それらと向き合い、対話を続けることで、よりよい

社会をつくることができると考えます。外国⼈市⺠と⽇本⼈市⺠の交流や、海外姉妹都市等の交流、

⻘少年交流などを積極的に活⽤し、互いの理解を深めていくことが必要です。 

地域社会においても、地域住⺠と外国⼈市⺠が相互に交流し、互いへの理解を深める場づくりを推

進していくことで、外国⼈市⺠が自らの強みや独自の視点を活かし、地域社会を⽀える新たな担い⼿

として活躍することが期待できます。 

また、外国⼈市⺠が活躍するためには、安⼼して⽣活することができる環境を整えることも必要で

す。⾏政として、外国⼈市⺠が⽇本⼈市⺠と同じように⽣活できるよう⽀えていく必要があります。 

以上のような視点を持って、国際感覚豊かな市⺠が育ち、多才な能⼒を持った外国⼈市⺠が集ま

り、個性を発揮できるまちになるよう、取り組みを進めていく必要があると考えます。 
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２ 基本理念 

基本理念については、平成29年（2017年）３⽉に改定したプランで示した「多⽂化共⽣社会の実

現」、「国際交流の推進」の２つを引き続き柱とし、国際化推進を図っていきます。 

 

 

 

多⽂化共⽣とは、国籍等の異なる⼈々が、互いの⽂化的な違いを認め合い、対等な関係を築きなが

ら、地域社会の構成員として共に⽣きていくことを⾔います。 

多様性（ダイバーシティ）と包摂性（インクルージョン）のある社会の実現を目指し、地域の活性

化を図っていきます。外国⼈市⺠も⽇本⼈市⺠と同じ地域住⺠として、全ての⼈々が能⼒を最⼤限に

発揮できるような地域づくりをすすめ、全ての⼈にとって暮らしやすい社会をつくっていきます。 

 

 

 

平成20年（2008年）リーマンショック、平成23年（2011年）東⽇本⼤震災、そして世界規模の新

型コロナウイルス感染症拡⼤をはじめ、世界中に⼤きな影響を与える出来事が起こる中、⼀⼈ひとり

が地球市⺠として互いに理解を深めつつ、共に助け合い、⽣きていくことの必要性が高まっています。   

市⺠⼀⼈ひとりが協⼒しながら、国際化について考え、取り組みを進めることで、新たな活⼒や価

値を⽣むとともに、市⺠の⼼や暮らしをより豊かにすることに繋がります。 

全ての⼈にとって豊かで暮らしやすい社会は、都市の魅⼒にも繋がり、世界中から多くの⼈々が集

う国際交流都市の基盤ともなっていきます。 

 

 

  

多⽂化共生社会の実現 

国際交流の推進 
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３ 基本目標 

これまでの内容をもとに、前プランの趣旨を踏まえつつ、姫路市総合計画やSDGsとの整合性も図り、

本プランにおいては、「多様性（ダイバーシティ）を尊重する意識づくり」、「包摂性（インクルージョン）

のある暮らしやすい社会の構築」、「様々な国際交流による相乗（シナジー）効果の創出」の３つを基本

目標とし、基本理念の目指す社会の実現に向けた推進方策の展開を図ります。 

  ◆施策体系図 
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 姫路市国際化推進プラン／施策の展開 

主な施策の中で「★」のついた施策は、前プラン改定以降、新たに取り組んできたものです。 

「新規」と記載のある施策は、本プランで新たに取り組み始めるものです。 

基本目標１ 多様性（ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨ）を尊重する意識づくり 

◆現状・課題 

本市では、多様性を尊重した意識づくりを推進するため、関係機関等との連携のもと、⼈権学習

地域講座や国際理解講演会などの啓発活動や、国際交流機会の提供などの取り組みを実施してきま

した。 

しかし、令和２年度（2020年度）に実施した市⺠アンケート調査では、本市の現状として「外国

⼈の基本的⼈権や権利が⼗分保障されている」と回答した⽇本⼈市⺠は全体の12.0％と、いまだ低

い割合になっています。また、外国⼈市⺠と「ほとんど接することはない」と回答した⽇本⼈市⺠

は全体の61.8％となっており、年齢層が上がるにつれ、その割合は高くなっています。 

より多くの市⺠に対して、⼈権意識の醸成と異なる⽂化や価値観への理解を促進するための啓発

や教育の機会を提供し、多様性のある地域社会を推進することが求められます。 

 

互いに尊重し合える地域社会の形成 

◆施策の方向性 

「姫路市⼈権教育及び啓発実施計画」を踏まえ、理解不⾜などが原因で発⽣する差別や偏⾒を

なくすべく、⼈権学習地域講座などの取り組みを実施するとともに、様々な国や地域の歴史的背

景や⽣活習慣、価値観に触れる場を幅広い年代の市⺠に提供し、異なる⽂化や価値観について知

ることの素晴らしさやおもしろさを体験できる機会を創出します。 

 

＜主な施策＞ 

①人権意識の啓発 

⼈権学習地域講座の開催（市） 国籍を問わず、⼈権尊重理念の普及啓発を図れるように、
外部講師を招いて、市⺠向けに地域講座を開催します。 

 

②市民の国際理解力の向上、国際理解教育の推進 

国際理解講演会（市） 異なる⽂化や価値観を理解、尊重する意識を啓発するた
め、国際交流や多⽂化共⽣などをテーマに講演会を開催し
ます。 

国際理解出前講座（財団） 

 

在住外国⼈や海外⽣活経験者を公⽴の小中高等学校及び公
⺠館等へ派遣し、スライド等を⽤いた講演を通して、市⺠
に国際理解を深める機会を提供します。 
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多様性のある場の提供 

◆施策の方向性 

⽇本⼈市⺠、外国⼈市⺠それぞれのニーズをマッチさせ、国際交流センターや（公財）姫路市

⽂化国際交流財団、市内各地域において実施する事業を充実させ、多様性のある場の提供を進め

ます。 

外国⼈市⺠と⽇本⼈市⺠の間で「顔が⾒える関係」を作り、互いの⽂化や価値観への理解を深

め合うことで、外国⼈市⺠と⽇本⼈市⺠の協働のもと地域コミュニティ活動に取り組む意義や必

要性への理解の向上を図ります。 

また、国際交流センターや（公財）姫路市⽂化国際交流財団の取り組みをより多くの⼈に知っ

てもらえるよう、様々な⼿段を活⽤し、情報発信、周知を図っていきます。 

 

＜主な施策＞ 

多様性を受け入れる交流の場の提供と情報発信 

ひめじ国際交流フェスティバル

（市） 

市内もしくは周辺に住んでいる外国⼈と市⺠が交流する機
会の提供を図るとともに、互いの⽂化に対する理解を深め
ることを目的として、様々な体験イベントやワークショッ
プ等を開催します。また、企業や各種団体の協⼒を得なが
らイベントの充実に努めます。 

国際交流員による企画（市）★ 

 

姫路市国際交流センターに勤務する国際交流員が中⼼とな
り、⽇本と世界を比較しながら多様なイベントを企画し、
⼦供から⼤⼈まで楽しめるイベントを開催し、世界の⽂化
に触れる機会を創出します。 

国際交流ふれあい教室（財団） 

 

在住外国⼈を講師に招き、講演等を通して異なる⽂化・習
慣を持つ⼈々が地域に在住していることを知ってもらい、
地域の国際化について考える機会を提供します。 

地域交流事業（財団） 

 

料理教室等のイベントを実施し、地域で暮らす在住外国⼈
と市⺠が相互理解を図り、異なる⽂化を持つ⼈々が暮らし
やすい地域づくりを推進します。 

 

 
▼ひめじ国際交流フェスティバル        ▼国際交流ふれあい教室（アイリッシュティパーティ） 
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基本目標２ 包摂性（ｲﾝｸﾙｰｼﾞｮﾝ）のある暮らしやすい社会の構築 

◆現状・課題 

  本市ではこれまで、在住外国⼈の⽣活⾯での問題解決のため、令和元年（2019年）９⽉に、市

役所内に姫路市外国⼈相談センターを開設するなど、暮らしに必要な情報や⽣活基盤を整える取

り組みを⾏ってきました。 

  市⺠アンケート調査では住宅、⼦育て、医療といった基本的な⽣活基盤のニーズに加えて、災

害時の情報提供や⽀援体制の整備が必要とされています。 

  今後、医療や緊急・災害時の情報提供の仕組みの整備（多⾔語で外国⼈市⺠を⽀援する体制の

整備）や、継続的なボランティアの育成、外国⼈⽀援団体と連携した外国⼈リーダーの育成が求

められています。 
 

多様なニーズに対応した生活基盤の整備 

◆施策の方向性 

外国⼈市⺠が安⼼して⽣活できるように、⽇常⽣活に関する相談体制の充実、医療や緊急・災

害時の情報提供の仕組みの整備、⽇本語や⽇本⽂化を学ぶことができる体制の充実など、外国⼈

市⺠への⽣活⽀援の更なる充実を図ります。 

また、市⺠に提供される⾏政サービスや履⾏しなければならない義務の内容、地域社会で⽣活

する上で必要となるルールや各種情報等について、多⾔語で提供します。 

難しい⾔葉を⾔い換えるなど相⼿に配慮したわかりやすい⽇本語である「やさしい⽇本語」の

普及に取り組むなど、外国⼈市⺠を孤⽴させること無く、社会を構成する⼀員として受け入れる

という視点に⽴ち、包摂性のある社会の実現のための施策を推進します。 

また、ボランティア養成講座を開催し、次世代の⽇本語教育ボランティアの育成や後継者の発

掘を⾏います。 
 
＜主な施策＞ 

コミュニケーション支援 

生活情報の提供、多言語化 

⽣活ガイドブックの作成（市）★ ⽣活に困ったときに活⽤する⽣活ガイドブックを、英語、
中国語、ポルトガル語、ベトナム語、やさしい⽇本語で作
成します。 

外国語⽣活情報誌「ＶＩＶＡ︕ひ

めじ」の発⾏（財団） 

外国語放送・新聞では得ることのできない地域の情報（⾏
政、教育、経済、社会、⽣活等）を多⾔語及びやさしい⽇
本語で提供し、暮らしやすい環境づくりを⾏います。 

外国語放送による情報発信（市） FM Genkiでベトナム語による⽣活情報等を提供します。 
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「やさしい日本語」の普及・啓発 

「広報ひめじ」記事のやさしい⽇

本語化（財団）★ 

⽇本語が不慣れな外国⼈に速やかな情報提供を図るため、
市の広報紙「広報ひめじ」の中から、外国⼈に必要な記事
をやさしい⽇本語に翻訳します。 

市職員へのやさしい⽇本語の普

及・研修（市）（新規） 

外国⼈市⺠にも分かりやすい⽇本語を使った窓⼝・電話対
応や情報発信の仕方について基本的な知識を身につけるた
め、市職員を対象とするやさしい⽇本語の研修会を開催し
ます。 

 

生活相談のための窓口の開設 

姫路市外国⼈相談センターにおけ

る多⾔語による相談対応（市）★ 

多⾔語による⽣活相談を実施し、在住外国⼈の⽣活⾯での
問題解決を⽀援します。相談窓⼝では、⽇常⽣活で直⾯し
ている課題の解決のため、必要な情報提供や相談対応を⾏
い、在住外国⼈が安⼼して⽣活できる情報を提供します。 

 

▼外国語生活情報誌「ＶＩＶＡ！ひめじ」    ▼姫路市外国人相談センター 
 

 

 

 

 

 

 

 

▼「広報ひめじ」記事のやさしい日本語化 
 

 

 

 

  
 
 
▼姫路市外国人相談センター 
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日本語教育等の推進 

日本語教育、母語教育の推進 

在住外国⼈のための⽇本語講座、

⽇本語教室の開催（財団、関係団

体） 

地域や職場で必要な会話や⽣活習慣を学ぶために⽇本語学
習の機会を提供し、⾔葉の⾯から⽣活⽀援を⾏います。 

⽇本語ひろば、⽇本語ひろばキッ

ズの開催（財団）★ 

⽇本語ボランティアに活動の場・機会を提供し、⽣活に必
要な⽇本語学習を希望する在住外国⼈の細かなニーズ（時
間、レベル、目的）に対応した⽇本語学習⽀援を⾏いま
す。 

⽇本語教育関係者連絡会議の開催

（財団） 

市内⽇本語教室の連携強化を図るため、関係者が意⾒交
換・情報共有を⾏う会議を開催します。 

⽇本語学習⽀援ボランティア養成

講座（財団） 

⽇本語ひろばや地域の⽇本語教室で活動する、⽇本語学習
⽀援ボランティアを養成するため、⽇本語指導ボランティ
アとしての⼼得や⽇本語教授法についての基礎講座を開催
します。 

ボランティアステップ学習会（財

団） 

市⺠及び登録ボランティアを対象に、ボランティア活動の
更なるステップアップを目指すため、学習会を開催しま
す。 

⺟語教育の推進（市・財団）（新

規） 

⺟語に不安を抱える⼈を対象とした教育の普及・啓発を⾏
います。 

 

▼日本語ひろば                                 ▼在住外国人のための日本語講座 募集チラシ 
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在住外国人への生活支援 

子育て、教育 

各種⺟⼦保健事業の多⾔語化、通

訳同⾏（市）★ 

⺟⼦健康⼿帳の多⾔語版（英語、中国語、ベトナム語等9
⾔語）の発⾏や⺟⼦保健事業に係る通訳者同⾏を⾏いま
す。 

公⽴及び私⽴の保育所・認定こど

も園での多⾔語対応（市） 

市⽴保育所等に通訳サポーター派遣を⾏います。 

外国⼈児童・⽣徒への教育⽀援及

び受入体制の充実（市） 

外国⼈児童・⽣徒が在籍する市⽴小学校、中学校、義務教
育学校、特別⽀援学校に⺟語が使えるバイリンガル⽀援
員、教員免許を有する⽇本語指導⽀援員等を派遣します。
また、希望する学校に多⾔語翻訳機を配置します。教員向
けに、姫路市帰国・外国⼈児童⽣徒等受入促進事業連絡協
議会を開催し、学校の受入体制づくりや⽇本語指導の方法
等について研修を⾏います。 

市⽴夜間中学の開設（市）（新

規） 

本国において義務教育を修了していない外国籍の方、様々
な理由で義務教育を受けることが出来なかった方、不登校
など⼗分に学校で学ぶことが出来なかった方を対象に、夜
の時間帯に授業を⾏います。 

 

就労支援 

求⼈情報の提供（市）★ ハローワーク求⼈情報を外国⼈相談センターに配置し、必
要な情報を提供します。⽇本語が読めない外国⼈市⺠に対
しては、必要に応じて外国⼈相談センター相談員が適宜サ
ポートを⾏います。また、関係機関と適宜情報共有・交換
を⾏います。 

県内企業向け外国⼈雇⽤HYOGO

サポートデスクの活⽤（県）★ 

外国⼈労働者の雇⽤を希望する又は雇⽤している県内企業 
に対して、在留資格、外国⼈雇⽤制度、業務内容や⼈事労
務管理上の留意点の相談・助⾔等を⾏います。 

外国⼈介護⼈材⽀援に関する情報

提供（市）★ 

事業所の介護⼈材の受け入れを⽀援するため、事業者向け
に外国⼈介護⼈材相談窓⼝など、国や関係団体が提供する
情報を市ホームページにて公開します。 

 

防災 

多⾔語指さしボード及び多⾔語避

難者登録カードの配置（市）★ 

避難所運営者（⽇本⼈職員）と被災外国⼈のそれぞれが使
⽤できる指さしボードを市内全避難所に配置します。 
より円滑に必要な情報を把握するため、多⾔語避難者登録
カードを配置します。（ベトナム語、中国語等14⾔語） 

災害時多⾔語表示⾒本帳の配置

（市）★ 

災害時に被災外国⼈が避難所へ避難した際の情報提供のた
めの掲示作成のために必要な⾒本帳を市内全避難所に配置
します。 

ハザードマップ、避難所情報の多

⾔語化（市）★ 

ハザードマップを多⾔語化し、ホームページにて公開する
とともに、姫路駅周辺の避難所情報を多⾔語化した、蓄光
式看板やデジタルサイネージ看板を活⽤して、災害時にお
ける外国⼈市⺠、観光客等への避難誘導を⾏います。 

ひょうごＥネット（Hyogo 

Emergency Net）の周知(県)  

気象警報や各市町が発信する緊急情報等の内容を、ベトナ
ム語、中国語等12⾔語に自動翻訳してホームページにて公
開します。 
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医療、福祉 

感染症関連の⽂書を多⾔語化
（市・財団）★ 

感染症関連⽂書の多⾔語化を⾏います。 

外国語対応可能な医療機関に関す
る情報提供（市） 

医師会の協⼒を得て、⽣活ガイドブックにより外国語対応
可能な医療機関に関する情報提供を⾏います。 

緊急通報等の外国語同時通訳サー
ビス（市） 

外国⼈通報者と消防局係員、コールセンターの三者通話に
より、円滑なコミュニケーションを⽀援します。 

救急ボイストラの活⽤（市）★ 多⾔語音声翻訳アプリ「救急ボイストラ」を活⽤し、外国
⼈傷病者に対して円滑に救急活動を⾏います。 

 

住まい 

外国⼈市⺠に対する居住⽀援

（市） 

市営住宅関連の⽂書を必要に応じて翻訳します。また、外
国⼈相談センター相談員が担当部署に同⾏するなどして、
適宜居住⽀援を⾏います。 

ゴミ出し等居住⽀援の推進（市） ゴミの出し方を⼀覧にしたクリーンカレンダーを多⾔語化
し、地域住⺠に配布します。 

 

▼外国人児童・生徒への教育支援 
（母語が話せるバイリンガル支援員による支援） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

▼多言語指さしボード 
（被災外国人用） 

▼ハザードマップの多言語化 
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人材の育成と活躍促進 

◆施策の方向性 

外国⼈市⺠が安⼼して⽣活できるように、外国⼈市⺠を⽀援するための⼈材育成を⾏います。

また、⽇本⼈市⺠と外国⼈市⺠をつなぐため、国際感覚を持ったグローカル⼈材1を育成します。 

外国⼈相談センターと関連団体等とが連携することで、外国⼈市⺠が地域住⺠として主体的に

活躍できるような場づくりを積極的に⾏うとともに、外国⼈⽀援団体とも適宜情報交換を⾏い、

外国⼈リーダーの育成にも取り組みます。 
 

＜主な施策＞ 

ボランティアの育成 

⽇本⼈市⺠・外国⼈市⺠の、コミ

ュニティ通訳ボランティアの育成

（市・財団）（新規） 

ボランティアを医療、防災などカテゴリーごとに分け、登
録者を管理し、随時登録の⾒直しを⾏います。また、ボラ
ンティア育成研修等を実施します。 

在住外国⼈の活躍の場づくり

（市・財団）（新規） 

在住外国⼈が、災害時の多⾔語情報提供、外国⼈児童への
⺟語教育や、外国⼈観光客へのボランティアガイド等で活
躍出来る場を提供します。 

 

グローカル人材の育成 

SDGsに基づくグローカル⼈材の

育成（市）(新規) 

SDGｓの趣旨を理解した若者が、国際的な意識と広い視野
を持ちつつ、住み慣れた地域で活躍できる「グローカル⼈
材」となり、海外と⽇本、姫路をつなぐ「かけ橋」となる
よう育成します。 

 

外国人リーダーの育成 

外国⼈リーダーの育成（市、財

団、外国⼈⽀援団体等）（新規） 

地域でのイベント実施時にリーダーとなり、災害時には⽀
援者となり活躍できるよう、情報や学習する機会の提供、
防災訓練等を実施します。また、外国⼈⽀援団体や関連団
体等が、地域でのイベント等を通じて、外国にルーツのあ
る⼦どもたちを次代リーダーに育成できるように、⾏政が
必要な助⾔等を⾏い、⼈材育成に取り組んでいきます。 

 

  

 
1 グローカル⼈材とは、「グローバル」と「ローカル」を合わせた造語で、グローバルで通⽤する能⼒
や視点を持ちながら、地域社会の発展に貢献する⼈のことを⾔います。 
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誰もが活躍できる機会の提供 

◆施策の方向性 

外国⼈市⺠が地域の⼀員として、⽇本⼈市⺠と同じように、様々な活動に参加したり、意⾒を

述べることができるように、外国⼈市⺠と地域の関係性づくりを⽀援します。 

また、外国⼈市⺠の意⾒を聞く機会を設け、それらを多⽂化共⽣施策の企画・⽴案・実施に適

切に反映させる仕組みを構築します。その際には、関係機関・団体、外国⼈コミュニティ等と適

宜情報交換・情報収集を⾏い、連携しながら進めていきます。 
 
＜主な施策＞ 

外国人の地域づくりへの参画促進 

地域でのイベントの開催（市、財

団、外国⼈⽀援団体等） 

異なる⽂化への理解を相互に深めるため、外国をテーマに
した地域イベントを開催して外国⼈市⺠の参加を募り、地
域づくりへの参画を促します。 
また、外国⼈⽀援団体や関連団体等が開催する外国籍の⼦
どもたちやその保護者たちを対象とした活動及び市や財団
が主催する交流イベントを通じて、外国⼈市⺠や⽇本⼈市
⺠が参画し、交流する場を提供します。 

多⽂化共⽣の地域づくりに向けて
の活動の推進（市、財団、外国⼈
⽀援団体等） 

多⽂化共⽣の地域づくりに向けて、市・財団・外国⼈⽀援
団体等が連携し、在住外国⼈の地域社会への参画を促進し
ます。加えて、⽇本⼈市⺠と外国⼈市⺠が対等な関係を構
築しながら協働して地域づくりを進めていけるように、そ
れぞれの主体が地域住⺠と外国⼈市⺠と触れ合う機会を提
供します。 

 

外国人コミュニティや関係団体等との連携 

在住外国⼈会議の開催（市） 様々な課題に対応するため、在住外国⼈と個別のテーマに
ついて協議する会議を開催します。 

外国⼈コミュニティ・関係団体等
とのネットワークづくり（市、財
団、外国⼈⽀援団体等）（新規） 

外国⼈コミュニティ・関係団体等と連携・情報共有を⾏
い、相互に協⼒し合えるネットワークづくりを⾏います。 

播磨圏域連携中枢都市圏との連携

（市） 

播磨地域の市町と連携し、情報共有を図りながら国際化を
推進します。 

 
▼外国人の中・高校生を対象とした地元会社訪問   ▼在住外国人会議 
（外国人支援団体主催） 
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基本目標３ 様々な国際交流による相乗(ｼﾅｼﾞｰ)効果の創出 

◆現状・課題 

⽇本⼈市⺠へのアンケート調査では、現状として「外国からの観光客を受け入れる施設や観光ス

ポットが整備されている」と認識している割合は高いものの、「国際的な催しや会議・イベントが活

発に⾏われている」、「市⺠レベルでの国際交流や国際協⼒の活動が活発に⾏われている」という認

識は低くなっています。本市の持つ観光資源や海外姉妹都市等のネットワークをまだ⼗分に活かし

きれていない状況となっています。 

これらの資源を活かし、市⺠の国際感覚の醸成や企業の海外進出、海外展開を⽀援していくこと

が必要です。 
 

国際観光ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ都市の推進 

◆施策の方向性 

   令和３年（2021年）9⽉に開館したアクリエひめじを活⽤し、MICE2の誘致を⾏うなど、海外

の⼈々との触れ合いを通して、市⺠等の豊かな国際感覚を育みます。 

本市を訪問した外国⼈観光客が安⼼して観光でき、市の魅⼒を味わえるよう、姫路駅や姫路城

周辺において、多⾔語併記の案内看板や表記内容の充実を⾏っていきます。 
 

＜主な施策＞ 

市民の国際感覚の醸成 

各種国際イベント開催、国際会議
の誘致（市） 

国際交流に関連するイベントの開催や会議を誘致し、これ
らの参加者との交流事業やイベント等を通して、市⺠の豊
かな国際感覚を醸成します。 

アクリエひめじの活⽤（市）★ 国際化に対応した施設としてアクリエひめじ（姫路市⽂化
コンベンションセンター）を活⽤し、MICEの誘致を積極的
に⾏います。 

 

公共施設等の多言語整備 

公共施設、観光施設及び⽂化財等

の案内板等の整備（市） 

外国⼈市⺠や外国⼈観光客が安⼼して過ごせるように、公
共施設、観光施設及び⽂化財等の案内板や案内看板などを
多⾔語化します。 

 

  

 
2 MICEとは、企業等の会議（Meeting）、企業等の⾏う報奨・研修旅⾏（Incentive Travel）、国際機
関・団体、学会等が⾏う国際会議（Convention）、展示会・⾒本市、イベント（Exhibition/Event）
の頭⽂字を使った造語で、これらのビジネスイベントの総称。 
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地域産業の活性化 

◆施策の方向性 

   市内の企業が国際競争⼒を高め、コロナ禍などの厳しい環境の中でも事業を拡⼤していけるよ

う、関係機関と連携しながら、企業の国際的な展開をより⼀層⽀援していきます。 
 

＜主な施策＞ 

企業の国際的な展開の推進 

海外展開相談事業、海外展開推進

事業（市） 

播磨圏域内の中小企業の海外進出や海外での販路拡⼤を⽀
援するため、企業の相談対応や、展示会への出展を⽀援し
ます。 

商⼯会議所による相談対応、補助

⾦等申請⽀援（商⼯会議所） 

商⼯会議所が、海外展開を希望する企業への相談対応、各
種補助⾦等申請⽀援を⾏います。 

 

  

▼本市で第72回WHO西太平洋地域委員会を
開催（市内中学生と国際機関で働く職員な
どとのオンライン対話） 

▼フランス柔道選手団の事前合宿の受入れ 
（地域住民への公開練習） 



 

34 

多様な国際交流の推進 

◆施策の方向性 

   海外姉妹・友好都市、姉妹城との提携により、市⺠が海外と交流する機会を作ります。グロー

バル化が進み、海外の情報を得やすくなった⼀方で、様々な情報があふれ、市⺠が海外に対する

思い込みやステレオタイプなイメージを持っている場合もあります。直接的な市⺠同⼠の交流を

深めることで、自らの体験に基づいた国際知識を身につけ、市⺠の海外や外国⼈に対する⼼の距

離を近づけます。 

また、感受性が豊かな中高⽣の時期に、海外体験をすることは、彼らの成⻑に⼤きな影響を与

えるとともに、持ち帰った経験を伝えることで、地域の国際理解の向上にも繋がります。若い世

代の国際感覚を養い、グローバル⼈材として育成していくため、また、地域のグローバル化を進

める⼈材を育成するため、海外体験の機会を提供していきます。 

これらの事業は、感染症の流⾏や、災害などの緊急事態に備え、オンライン交流など新たな形

での交流機会を提供します。 

 

＜主な施策＞ 

海外姉妹都市等との交流の推進 

海外姉妹都市等交流事業（市） 海外姉妹都市等との友好親善交流をはじめ、⽂化的交流や
観光交流、経済交流など幅広い分野での交流を深めると共
に、⺠間交流の⽀援も⾏います。また、市⺠の国際感覚を
養うため、市⺠同⼠の交流も⾏います。さらに、ICTを活
⽤した新たな交流機会の創出にも努めます。 

 

 

青少年交流事業の推進 

⻘少年交流事業（財団） 海外姉妹都市等でのホームステイやオンライン交流を通し
て、異なる⽂化を理解し、お互いの違いを認め合いながら
共⽣できるような次代を担う⻘少年を育成します。 

 

▼コンウィ城・姫路城 姉妹城提携締結      ▼青少年交流事業（オーストラリア／アデレード市への派遣） 



 

 

 
 

 

参考資料 
 

資料１ 姫路市国際化推進プラン検討懇話会開催要領 

資料２ 姫路市国際化推進プラン検討懇話会委員名簿 

資料３ 外国人市民に関する統計 

資料４ 市民アンケート調査 
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資料１ 姫路市国際化推進プラン検討懇話会開催要領 

 

１ 目的 

姫路市国際化推進プラン検討懇話会（以下「懇話会」という。）は、平成２９年３⽉に改訂した

姫路市国際化推進プランの⾒直し等について、関係者から広く意⾒等を求めるために開催する。 

 

２ 検討事項 

  懇話会は、次に掲げる事項について調査及び検討を⾏う。 

 ⑴ 本市の国際化施策における現状の把握と課題の整理に関すること 

⑵ 姫路市国際化推進プランの⾒直し等に関すること 

 ⑶ その他国際化施策について必要な事項 

 

３ 構成員 

 懇話会は、次に掲げる者のうちから市⻑が指名した１０名以内の者をもって構成する。 

⑴ 学識経験者 

⑵ 各種団体が推薦する者 

⑶ 国際化推進に関する経験を有する者 

⑷ 公募市⺠ 

 

４ 運営 

 ⑴ 懇話会に座⻑を置き、市⻑が指名する。 

 ⑵ 座⻑は、懇話会の会務を総理する。 

 ⑶ 座⻑に事故等があるときは、あらかじめ座⻑が指名する者がその職務を代理する。 

 ⑷ 懇話会の会議は、市⻑が招集する。 

 ⑸ 座⻑は、懇話会での検討に必要があると認めるときは、関係者に出席を求め、その意⾒を聴く

ことができる。 

 

５ その他 

 ⑴ 懇話会の庶務は、⽂化国際課（国際交流センター）において処理する。 

 ⑵ この要領に定めるもののほか、懇話会の運営に関し必要な事項は、座⻑が懇話会に諮って定め

る。 
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資料２ 姫路市国際化推進プラン検討懇話会委員名簿 
             

  （順不同、敬称略） 

区分 氏名 備考 

学識経験者 

乾 美紀 
いぬい みき 

兵庫県⽴⼤学 
環境⼈間学部 教授 

榎井 縁 
えのい ゆかり 

⼤阪⼤学 
⼈間科学研究科 特任教授 

⽇本語教育関
係者 

三宅 靖⼦ 
みやけ やすこ ⽇本語教師 

在住外国⼈ 

全 載淑 
ちょん じぇすく 

⾔葉でつながっていこう会 
（国際交流ｾﾝﾀｰ登録団体） 

渡辺 レイ 
わたなべ れい 姫路市外国⼈相談センター相談員 

難⺠⽀援 中尾 秀⼀ 
なかお しゅういち 

難⺠事業本部関⻄⽀部  
⽀部⻑代⾏ 

経済 三宅 智章 
みやけ とものり 播磨国際協議会 会⻑ 

教育機関 摺河 祐彦 
するが まさひこ 学校法⼈ 摺河学園 理事⻑ 

公募市⺠ 

重田 房⼦ 
しげた ふさこ   

松尾 瑞穂 
まつお みずほ   
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資料３ 外国人市民に関する統計 

１ 姫路市に住む外国人人数の推移（各年 4/1 時点） 

 

 

 

 

 

 

（資料）姫路市 

  

H28.4.1 H29.4.1 H30.4.1 H31.4.1 R2.4.1 R3.4.1
韓国・朝鮮 5,196 5,052 4,944 4,832 4,694 4,572
ベトナム 2,282 2,586 2,898 3,302 3,648 3,843
中国 1,434 1,475 1,407 1,451 1,461 1,361
フィリピン 436 453 481 528 552 539
インドネシア 100 115 133 175 216 206
その他 772 815 819 869 958 1,016
合計 10,220 10,496 10,682 11,157 11,529 11,537

10,220 10,496 10,682

11,157 11,529 11,537

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

H28.4.1 H29.4.1 H30.4.1 H31.4.1 R2.4.1 R3.4.1

[

国
籍
別]

[

合
計]

合計(左軸) 韓国・朝鮮 ベトナム 中国

フィリピン インドネシア その他

（人） （人）
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２ 姫路市の国籍別人数 

 

 

 
 

 

 

（資料）姫路市 

  

H30.7.1
(人) （人) （％） 増加数(人) 増加率(％)

韓国 4,371 4,019 35.2 △ 352 △ 8.1

ベトナム 2,988 3,813 33.4 825 27.6

中国 1,434 1,303 11.4 △ 131 △ 9.1

朝鮮 549 492 4.3 △ 57 △ 10.4

フィリピン 499 532 4.7 33 6.6

インドネシア 140 200 1.8 60 42.9

その他 820 1,045 9.2 225 27.4

合計 10,801 11,404 100.0 603 5.6

H30→R3R3.7.1

韓国

35.2%

ベトナム

33.4%

中国

11.4%

朝鮮

4.3%

フィリピン

4.7%

インドネシア

1.8%
その他

9.2%

令和３年７月１日時点
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３ （参考）日本の国籍別人数 

 
 

 
 

 

 

（資料）出入国在留管理庁「在留外国人統計」各年12月末時点 

  

H28.12
(人) （人) （％） 増加数(人) 増加率(％)

中国 695,522 778,112 27.0 82,590 11.9

韓国 453,096 426,908 14.8 △ 26,188 △ 5.8

ベトナム 199,990 448,053 15.5 248,063 124.0

フィリピン 243,662 279,660 9.7 35,998 14.8

ブラジル 180,923 208,538 7.2 27,615 15.3

その他 609,629 745,845 25.8 136,216 22.3

合計 2,382,822 2,887,116 100.0 504,294 21.2

H28→R2R2.12

中国

27.0%

韓国

14.8%

ベトナム

15.5%
フィリピン

9.7%

ブラジル

7.2%

その他

25.8%

令和２年12月末時点
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４ 姫路市の在留資格別人数 

 
 

 
※在留資格「特定技能」は平成31年4月創設 

 

 

 

（資料）姫路市 

  

H30.7.1
(人) （人) （％） 増加数(人) 増加率(％)

特別永住者 4,511 4,117 36.1 △ 394 △ 8.7

永住者 2,559 2,718 23.8 159 6.2

技能実習 1,167 1,354 11.9 187 16.0

定住者 829 822 7.2 △ 7 △ 0.8

技術・人文知識・国際業務 314 617 5.4 303 96.5

留学 445 373 3.3 △ 72 △ 16.2

日本人の配偶者等 351 340 3.0 △ 11 △ 3.1

家族滞在 177 289 2.5 112 63.3

永住者の配偶者等 221 238 2.1 17 7.7

特定活動 54 220 1.9 166 307.4

特定技能 ー 122 1.1 ー ー

その他 173 194 1.7 21 12.1

合計 10,801 11,404 100.0 603 5.6

H30→R3R3.7.1

特別永住者, 36.1%

永住者, 23.8%

技能実習, 11.9%

定住者, 7.2%技術・人文知識・国

際業務, 5.4%

留学, 3.3%

日本人の配偶者等, 

3.0%

家族滞在, 2.5%

永住者の配偶者等, 

2.1%

特定活動, 1.9% 特定技能, 1.1%

その他, 1.7%

令和３年７月１日時点
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５ 姫路市の技能実習生の国籍別人数 

 

 

 
 

 

 

（資料）姫路市 

  

H30.7.1
(人) （人) （％） 増加数(人) 増加率(％)

ベトナム 498 868 64.1 370 74.3

中国 425 190 14.0 △ 235 △ 55.3

インドネシア 95 125 9.2 30 31.6

フィリピン 51 52 3.8 1 2.0

ミャンマー 48 47 3.5 △ 1 △ 2.1

タイ 30 40 3.0 10 33.3

カンボジア 20 30 2.2 10 50.0

インド 0 2 0.1 2 ー

合計 1,167 1,354 100.0 187 16.0

H30→R3R3.7.1

ベトナム, 64.1%

中国, 14.0%

インドネシア, 9.2%

フィリピン, 3.8%

ミャンマー, 3.5%

タイ, 3.0%
カンボジア, 2.2%

インド, 0.1%

令和３年７月１日時点
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６ 姫路市の留学生の国籍別人数 

 

 

 
 

 

 

（資料）姫路市 

  

H30.7.1
(人) （人) （％） 増加数(人) 増加率(％)

ベトナム 329 179 48.0 △ 150 △ 45.6

ネパール 3 72 19.3 69 2300.0

中国 49 38 10.2 △ 11 △ 22.4

バングラデシュ 5 32 8.6 27 540.0

インドネシア 18 18 4.8 0 0.0

その他 41 34 9.1 △ 7 △ 17.1

合計 445 373 100.0 △ 72 △ 16.2

R3.7.1 H30→R3

ベトナム, 48.0%

ネパール, 19.3%

中国, 10.2%

バングラデシュ, 8.6%

インドネシア, 4.8% その他, 9.1%

令和３年７月１日時点
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７ 姫路市の特定技能の国籍別人数 

 

 

 
※在留資格「特定技能」は平成31年4月創設のため平成30年の人数は掲載していない 

 

 

 

 

（資料）姫路市 

 

  

（人) （％）

ベトナム 90 73.8

インドネシア 15 12.3

ミャンマー 7 5.7

中国 5 4.1

フィリピン 2 1.6

タイ 2 1.6

ネパール 1 0.8

合計 122 100.0

R3.7.1

ベトナム, 73.8%

インドネシア, 12.3%

ミャンマー, 5.7%

中国, 4.1%

フィリピン, 1.6%
タイ, 1.6%

ネパール, 0.8%

令和３年７月１日時点
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資料４ 市民アンケート調査 

１ 調査概要 

調査の目的 

本調査は、姫路市在住の外国⼈市⺠及び⽇本⼈市⺠の意識・要望を把握し、今後の国際化推進・

多⽂化共⽣施策に向けた事業展開に役⽴てることを目的とする。 

 

調査概要 

調査対象 ①満 18 歳以上の市⺠から無作為抽出した 1,500 ⼈ 
②市内に居住する満 18 歳以上の外国⼈市⺠約 1,100 ⼈ 
（市内の⽇本語教室、企業、⼤学等に依頼し、外国⼈市⺠へのアンケート回
答を協⼒依頼した。） 

回収数 ⽇本⼈ 610 件、外国⼈ 476 件 
調査方法 郵送による配布・回収 

※外国⼈市⺠へは、英語、インドネシア語、中国語、韓国語、ベトナム
語、やさしい⽇本語の調査票を対象者に合わせて配布した 

調査時期 令和２年９⽉〜同年 10 ⽉ 
 

 

２ 調査結果 

日本人への調査結果 

年代 

 

1.3

6.9

10.3

18.5

13.3

49.3

0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50%

18歳～19歳

20歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳以上

無回答

(n=610)
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姫路市での居住年数 

 

 

職業 

 

 

  

10.3

10.3

11.0

11.1

16.2

13.1

10.8

9.0

3.6

4.4

0% 5% 10% 15% 20%

10年未満

10年以上20年未満

20年以上30年未満

30年以上40年未満

40年以上50年未満

50年以上60年未満

60年以上70年未満

70年以上80年未満

80年以上

無回答

(n=610)

7.0

25.9

2.8

2.1

15.7

16.7

2.8

23.4

2.5

1.0

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

自営業・経営者

会社員

公務員

契約・派遣社員

パート・アルバイト

専業主婦・主夫

学生

無職

その他

無回答

(n=610)



 

46 

外国人との関わり 

 
 

国際交流の参加経験 

国際交流に関するボランティア活動の経験 

 

 
 

留学生や研修生などの外国人との交流イベントの経験 

 

 

6.6

6.4

0.8

7.4

1.6

13.0

61.8

2.5

0% 20% 40% 60% 80%

親しくしている外国人の友人・知人がいる

職場でともに働いている外国人がいる

学校、公民館の講座、塾などで

外国人の講師・先生の授業を受けている

あいさつをしたり、たまに話をしたりする外国人がいる

メールやフェイスブック等で知り合いの外国人がいる

顔はみかけるが、話をしたことはない

ほとんど接することはない

無回答

(n=610)

経験あり

4.6%

経験なし

93.3%

無回答

2.1%

(n=610)

経験あり

8.7%

経験なし

89.0%

無回答

2.3%

(n=610)
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姫路市の国際化推進に関する現状の認識・希望（複数回答） 

 

 

 

姫路市が国際化の推進を図るために必要な取り組み（複数回答） 

 
 

  

12.6

8.0

22.5

8.4

12.0

7.2

35.6

5.7

9.0

38.7

36.4

26.9

23.8

37.7

22.1

26.4

29.2

32.5

27.2

32.1

15.9

30.5

0% 10% 20% 30% 40% 50%

国際的な催しや会議・イベントが活発に行われている

貿易など経済交流が活発に行われている

道路標識や案内板が

外国人にもわかりやすく整備されている

市民レベルの国際交流や国際協力の活動が

活発に行われている

外国人の基本的人権や権利が十分保証されている

外国人と交流するさまざまな機会や場がある

外国からの観光客を受け入れる施設や観光スポットが

整備されている

国際理解のための教育や市民向けの講座などが

充実している

市役所などの公的機関の国際化対応が十分できている

多くの外国人が暮らし、働いている

無回答

(n=610)

現状

希望

53.0

24.6

28.9

21.8

31.6

19.2

24.4

44.4

15.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

子どもへの国際理解教育の充実

外国に青少年を派遣し国際的な人材を育成する

在住外国人と交流する機会の提供

在住外国人を支援する情報提供や相談対応などの事業

海外姉妹都市とスポーツ交流や文化交流などを通じた友好親善

市民や民間団体が行う国際交流・協力活動への支援

海外との経済交流の推進（地場産業の輸出や外国企業の誘致）

外国人観光客の受け入れ体制の整備や観光情報の発信などによる

観光振興

無回答

(n=610)
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住んでいる地域での外国人とのトラブル 

 

 
 

 

具体的なトラブルの内容（複数回答） 

 
 

 

地域に在住外国人が増えることに対する意見（複数回答） 

 

 

トラブルがある

4.3%

特にない

45.6%

近所に外国人が

住んでいない

46.2%

無回答

3.9%

(n=610)

61.5

46.2

19.2

15.4

19.2

0% 20% 40% 60% 80%

ごみの捨て方のルールに関するトラブル

騒音トラブル（夜遅くまで騒ぐなど）

路上駐車など交通ルールに関するトラブル

地域の活動に関するトラブル

その他

(n=26)

48.2

31.1

19.3

29.8

44.8

13.6

9.3

0% 10% 20% 30% 40% 50%

外国の言葉・文化・習慣を知る機会が増える

外国人と交流できる

経済的な発展につながる

治安が悪化する可能性がある

外国人と習慣や文化の違いなどでトラブルが起こる可能性がある

外国人向けの施策が必要になり社会負担が増える

無回答

(n=610)
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地域の在住外国人との交流に関する意見 

 
 

 

 

市や財団が行う多文化共生に関する事業の認知度（複数回答） 

 

  

14.4

28.4

12.0

17.7

2.1

2.8

22.6

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

外国人と一緒に、住みやすいまちになるように活動したい

外国人に日本の文化や習慣を教えたり、

外国人から母国の文化や習慣を教えてほしい

困ったときに相談や助け合いができるように親しく付き合いたい

外国人に夏祭りなどの地域のイベントや自治会、子ども会に

一緒に参加してほしい

その他

特になし・交流したくない

無回答

(n=610)

2.8

6.7

13.4

9.5

19.0

6.4

7.0

8.0

0% 5% 10% 15% 20%

在住外国人のための生活ガイド「ハンズオンヒメジ」

在住外国人のための生活情報誌「VIVA！ひめじ」

姫路市外国人相談センター

姫路市文化国際交流財団主催の日本語教室、日本語ひろば

ひめじ国際交流フェスティバルボランティアの募集

姫路市文化国際交流財団のホームページ

姫路市文化国際交流財団の通訳・翻訳ボランティア業務

姫路市文化国際交流財団主催の異文化交流や

多文化社会に関するイベント

(n=610)
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外国人への調査結果 

年代 

 
 

 

国籍 

 

  

2.3

59.5

25.8

7.8

3.2

0.8

0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

18歳～19歳

20歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳以上

無回答

(n=476)

62.0

22.7

3.8

1.5

1.1

0.6

0.6

7.8

0% 20% 40% 60% 80%

ベトナム

中国

フィリピン

韓国

米国

インドネシア

オーストラリア

その他

(n=476)
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在留資格 

 
 

日本での居住年数 

 
 

1.3

16.6

30.7

4.4

15.1

19.1

1.5

1.9

2.1

0.8

0.6

1.3

0.6

4.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

特別永住者

永住者

技能実習

定住者

技術・人文知識・国際業務

留学

日本人の配偶者等

家族滞在

永住者の配偶者等

特定技能

日本国籍取得

その他

答えたくない

無回答

(n=476)

8.8

48.3

11.6

9.9

21.0

0.4

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１年より短い

１年～２年

３年～４年

５年～９年

10年以上

無回答

(n=476)



 

52 

姫路市での居住年数 

 

 

 

今後の姫路市での居住意向 

 

 
 

 

姫路市に住みたい理由 

 

 

  

15.5

47.7

11.1

8.2

16.4

1.1

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１年より短い

１年～２年

３年～４年

５年～９年

10年以上

無回答

(n=476)

これからも

姫路市に住みたい

58.8%
日本の

姫路市以外の場所に

引っ越す
13.4%

将来、

自分の国へ

帰る
25.8%

姫路市に

住みたくない

0.4%

無回答

1.5%

(n=476)

28.6

31.8

5.0

24.6

5.0

5.0

0% 10% 20% 30% 40%

姫路市に長く住んでいるから

仕事、通勤に便利だから

土地、建物を持っているから

住みやすいから

（病院が近くにある、子どもを育てやすい、自然が多い）

その他

無回答

(n=280)



 

53 

日本語レベル 

＜全体＞ 

 

 

 

＜日本での居住年数別（日本語ができない人の割合）＞ 

 

  

7.6

5.9

8.8

7.6

37.2

31.9

38.4

33.0

46.4

52.5

46.0

53.8

5.3

5.0

3.4

2.9

3.6

4.6

3.4

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

読む

書く

聞く

話す

(n=476)

よくできる だいたいできる あまりできない まったくできない 無回答

51.7

71.4

62.2

47.3

34.0

31.0

57.6

71.4

69.1

45.5

53.2

35.0

49.4

85.7

63.0

40.0

23.4

21.0

56.7

85.7

75.2

47.3

27.7

22.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=476)

１年より短い

(n=42)

１年～２年

(n=230)

３年～４年

(n=55)

５年～９年

(n=47)

10年以上

(n=100)

読む

書く

聞く

話す



 

54 

日本語の勉強方法 
＜全体＞ 

 

 

 

＜日本での居住年数別＞ 

 

  

29.6

14.9

22.5

25.0

1.9

2.3

3.8

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

高校、大学、専門学校

姫路市文化国際交流財団の日本語教室や

地域の日本語教室

友達や家族、職場の人が教えている

教科書やテレビ、ラジオなどを使って、

自分で勉強している

その他

勉強していない

無回答

(n=476)

29.6

14.9

22.5

25.0

1.9

2.3

3.8

19.0

7.1

23.8

40.5

9.5

0.0

0.0

35.2

13.0

18.7

27.8

0.4

2.2

2.6

25.5

29.1

9.1

29.1

0.0

1.8

5.5

21.3

27.7

23.4

14.9

4.3

2.1

6.4

28.0

9.0

38.0

15.0

2.0

4.0

4.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

高校、大学、専門学校

姫路市文化国際交流財団の日本語教室や

地域の日本語教室

友達や家族、職場の人が教えている

教科書やテレビ、ラジオなどを使って、

自分で勉強している

その他

勉強していない

無回答

全体(n=476)

１年より短い(n=42)

１年～２年(n=230)

３年～４年(n=55)

５年～９年(n=47)

10年以上(n=100)



 

55 

姫路市文化国際交流財団の日本語教室の認知度 
＜全体＞ 

 

 

＜日本での居住年数別＞ 

 

 

 

財団の日本語教室周知のために必要なこと 
 

 

 

知っている

38.0%

知らない

52.5%

無回答

9.5%

(n=476)

38.0

9.5

29.1

54.5

53.2

54.0

52.5

83.3

62.6

38.2

38.3

32.0

9.5

7.1

8.3

7.3

8.5

14.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=476)

１年より短い

(n=42)

１年～２年

(n=230)

３年～４年

(n=55)

５年～９年

(n=47)

10年以上

(n=100)

知っている 知らない 無回答

63.0

13.2

5.0

3.2

4.8

10.7

0% 20% 40% 60% 80%

場所と時間を知らせる

夜に勉強できるようにする

子どもと一緒に勉強できるようにする

子どもが勉強できるようにする

その他

無回答

(n=476)



 

56 

生活情報の入手方法（複数回答） 

 

 

母国語で必要とする情報（複数回答） 

＜全体＞ 

 

16.4

60.5

9.9

13.7

41.6

19.1

42.0

1.5

4.6

0% 20% 40% 60% 80%

姫路市からのお知らせ

新聞、雑誌、テレビ、インターネット、SNS

自治会の回覧板やチラシなど

家族や親戚

日本人の友達や知っている人

日本人以外の友達や知っている人

職場や学校

その他

無回答

(n=476)

52.1

30.3

20.4

18.9

32.1

26.1

43.5

50.2

48.3

33.8

20.8

12.0

43.7

2.9

0.8

7.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

災害の情報

ごみの出し方などの生活情報

子育てや学校の情報

お祭りなど、

住んでいるところの行事の情報

日本語の勉強の情報

児童手当や出産費用など、

姫路市からもらうことができるお金

健康保険の情報

税金や年金の情報

医療や福祉の情報

仕事の情報

家の情報

姫路の観光情報

新型コロナウィルスやHIV（エイズ）

などの感染症の情報

その他

特になし

無回答

(n=476)



 

57 

＜日本での居住年数別＞ 

 

52.1

30.3

20.4

18.9

32.1

26.1

43.5

50.2

48.3

33.8

20.8

12.0

43.7

2.9

0.8

7.4

76.2

40.5

7.1

23.8

47.6

21.4

50.0

50.0

45.2

38.1

26.2

16.7

61.9

4.8

0.0

2.4

56.1

34.8

8.3

21.3

33.5

24.3

47.0

51.3

54.8

38.7

22.2

10.9

45.7

2.2

0.0

3.9

49.1

29.1

16.4

14.5

40.0

27.3

45.5

49.1

43.6

18.2

21.8

10.9

41.8

1.8

0.0

7.3

40.4

19.1

48.9

8.5

25.5

25.5

25.5

51.1

44.7

36.2

12.8

10.6

38.3

0.0

2.1

8.5

41.0

22.0

43.0

19.0

22.0

32.0

41.0

49.0

40.0

29.0

19.0

14.0

36.0

5.0

3.0

16.0

0% 20% 40% 60% 80%

災害の情報

ごみの出し方などの生活情報

子育てや学校の情報

お祭りなど、

住んでいるところの行事の情報

日本語の勉強の情報

児童手当や出産費用など、

姫路市からもらうことができるお金

健康保険の情報

税金や年金の情報

医療や福祉の情報

仕事の情報

家の情報

姫路の観光情報

新型コロナウィルスやHIV（エイズ）

などの感染症の情報

その他

特になし

無回答

全体(n=476)

１年より短い(n=42)

１年～２年(n=230)

３年～４年(n=55)

５年～９年(n=47)

10年以上(n=100)



 

58 

困ったときの相談相手（複数回答） 

 

 

姫路市外国人相談センターの認知度 

＜全体＞ 

 
 

 

＜日本での居住年数別＞ 

 

  

45.8

50.2

18.5

50.0

8.4

2.3

4.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

家族や親戚

日本人の友達や知っている人

日本人以外の友達や知っている人

職場の人や学校の友達

県や市の相談窓口

その他

無回答

(n=476)

知っている

17.9%

知らない

77.1%

無回答

5.0%

(n=476)

17.9

4.8

12.6

14.5

21.3

35.0

77.1

90.5

85.2

80.0

74.5

54.0

5.0

4.8

2.2

5.5

4.3

11.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=476)

１年より短い

(n=42)

１年～２年

(n=230)

３年～４年

(n=55)

５年～９年

(n=47)

10年以上

(n=100)

知っている 知らない 無回答



 

59 

外国人相談センターの利用有無 

＜全体＞ 

 
 

＜日本での居住年数別＞ 

 

 

 

外国人相談センターを利用したことがない理由（複数回答） 

 

  

相談したことが

ある

24.7%

相談したことが

ない

74.1%

無回答

1.2%

(n=85)

24.7

17.2

12.5

40.0

31.4

74.1

100.0

82.8

87.5

50.0

68.6

1.2

10.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=85)

１年より短い

(n=2)

１年～２年

(n=29)

３年～４年

(n=8)

５年～９年

(n=10)

10年以上

(n=35)

相談したことがある 相談したことがない 無回答

3.2

3.2

3.2

14.3

14.3

47.6

15.9

0% 10% 20% 30% 40% 50%

場所がわかりにくい

自分の国の言葉が話せない

夜に相談できない

休みの日に相談できない

その他

相談する必要がない

無回答

(n=63)



 

60 

住むところについて困った経験（複数回答） 

＜全体＞ 

 

 

＜日本での居住年数別＞ 

 

  

15.1

9.0

13.7

15.1

2.1

56.1

8.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

家を探す方法がわからなかった

外国人だから家を借りたり、

買ったりすることができなかった

保証人が見つからなかった

言葉がわからなかった

その他

困ったことはない

無回答

(n=476)

15.1

9.0

13.7

15.1

2.1

56.1

8.2

11.9

2.4

2.4

9.5

0.0

16.7

22.2

6.1

8.7

17.8

0.9

58.3

5.7

7.3

16.4

25.5

18.2

3.6

49.1

5.5

19.1

17.0

21.3

12.8

2.1

55.3

4.3

3.0

10.0

20.0

11.0

5.0

52.0

13.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

家を探す方法がわからなかった

外国人だから家を借りたり、

買ったりすることができなかった

保証人が見つからなかった

言葉がわからなかった

その他

困ったことはない

無回答

全体(n=476)

１年より短い(n=42)

１年～２年(n=230)

３年～４年(n=55)

５年～９年(n=47)

10年以上(n=100)



 

61 

子育てや学校で困っていること（複数回答） 

＜全体＞ 

 

 

＜日本での居住年数別＞ 

 
※「子どもはいない」を除いて集計 

  

9.5

6.7

22.3

15.2

25.1

6.0

3.9

29.0

28.6

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

幼稚園や保育所、学校に入るための手続きがわからない

幼稚園や保育所、学校などからの連絡の内容がわからない

高校や大学の入学試験制度、奨学金や学費がわからない

子どもが親の国の言葉を話せないことが心配だ

子どもの次の学校や将来の仕事などが心配だ

母子健康手帳、予防接種や健康診査の情報がわからない

その他

困ったことはない

無回答

(n=283)

9.5

6.7

22.3

15.2

25.1

6.0

3.9

29.0

28.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

14.3

33.3

52.4

12.0

6.0

19.0

5.0

12.0

6.0

1.0

27.0

45.0

13.8

13.8

17.2

17.2

17.2

13.8

6.9

31.0

31.0

15.4

12.8

33.3

25.6

51.3

7.7

5.1

23.1

10.3

4.3

3.3

27.2

23.9

35.9

3.3

3.3

32.6

12.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

幼稚園や保育所、学校に入るための手続きがわからない

幼稚園や保育所、学校などからの連絡の内容がわからない

高校や大学の入学試験制度、奨学金や学費がわからない

子どもが親の国の言葉を話せないことが心配だ

子どもの次の学校や将来の仕事などが心配だ

母子健康手帳、予防接種や健康診査の情報がわからない

その他

困ったことはない

無回答

全体(n=283)

１年より短い(n=21)

１年～２年(n=100)

３年～４年(n=29)

５年～９年(n=39)

10年以上(n=92)



 

62 

⑳病院や病気、薬で困っていること（複数回答） 

＜全体＞ 

 

 

＜日本での居住年数別＞ 

 
 

12.4

19.7

28.8

25.2

18.5

1.7

42.6

7.4

0% 10% 20% 30% 40% 50%

病院の場所がわからない

薬局の場所や、必要な薬の名前がわからない

病院や薬局で日本語がわからない

お金がいくらかかるか心配だ

健康保険がよくわからない

その他

困ったことはない

無回答

(n=476)

12.4

19.7

28.8

25.2

18.5

1.7

42.6

7.4

11.9

23.8

21.4

26.2

28.6

7.1

42.9

11.9

17.4

26.1

36.5

30.0

22.6

0.0

38.3

3.9

10.9

21.8

30.9

30.9

20.0

0.0

36.4

5.5

10.6

10.6

21.3

19.1

12.8

2.1

44.7

8.5

3.0

7.0

17.0

14.0

7.0

4.0

56.0

12.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

病院の場所がわからない

薬局の場所や、必要な薬の名前がわからない

病院や薬局で日本語がわからない

お金がいくらかかるか心配だ

健康保険がよくわからない

その他

困ったことはない

無回答

全体(n=476)

１年より短い(n=42)

１年～２年(n=230)

３年～４年(n=55)

５年～９年(n=47)

10年以上(n=100)



 

63 

㉑ハザードマップの認知度 

 

 

 

㉒災害前の準備や災害発生時に望む支援（複数回答） 

 

 

  

知っている

15.5%

知らない

56.9%

見たことはあるが

わからなかった

18.5%

無回答

9.0%

(n=476)

32.8

63.9

49.8

33.6

41.0

1.7

9.2

0% 20% 40% 60% 80%

地域の防災訓練に行くこと

災害の大きさや避難所の、多言語の情報

（ラジオ・インターネット等）

避難所での決まりなどの、多言語の情報

多言語の相談窓口

大使館や領事館への連絡を手伝うこと

その他

無回答

(n=476)



 

64 

㉓日本人との関わり 

＜全体＞ 

 

 

＜日本での居住年数別＞ 

 
 

  

仲が良い

日本人がいる

27.7%

ときどき話をする

日本人がいる

41.2%

あいさつをする

日本人がいる

18.5%

全く日本人と

交流がない

3.6%
無回答

9.0%

(n=476)

27.7

19.0

22.6

27.3

42.6

37.0

41.2

42.9

46.5

50.9

21.3

32.0

18.5

28.6

18.3

10.9

23.4

17.0

3.6

5.2

1.8

2.1

3.0

9.0

9.5

7.4

9.1

10.6

11.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=476)

１年より短い

(n=42)

１年～２年

(n=230)

３年～４年

(n=55)

５年～９年

(n=47)

10年以上

(n=100)

仲が良い日本人がいる ときどき話をする日本人がいる

あいさつをする日本人がいる 全く日本人と交流がない

無回答



 

65 

㉔日本人との交流に関する希望 

＜全体＞ 

 
 

＜日本での居住年数別＞ 

 

 
 

日本人と一緒に、

住みやすいまちに

なるように

活動したい

11.6%

日本の文化や

習慣を学びたい。

自分の国の

文化や習慣を

日本人に紹介したい

32.8%

相談や

助け合いが

できるように、

仲良くしたい

35.5%

地域の行事や自治会、

子ども会に参加したい

7.6%

無回答

12.6%

(n=476)

11.6

4.8

9.6

1.8

17.0

21.0

32.8

45.2

36.5

43.6

29.8

15.0

35.5

28.6

34.3

38.2

40.4

38.0

7.6

2.4

9.6

3.6

4.3

9.0

12.6

19.0

10.0

12.7

8.5

17.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=476)

１年より短い

(n=42)

１年～２年

(n=230)

３年～４年

(n=55)

５年～９年

(n=47)

10年以上

(n=100)

日本人と一緒に、住みやすいまちになるように活動したい

日本の文化や習慣を学びたい。自分の国の文化や習慣を日本人に紹介したい

相談や助け合いができるように、仲良くしたい

地域の行事や自治会、子ども会に参加したい

無回答




